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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年2月23日(2012.2.23)

【公開番号】特開2009-273877(P2009-273877A)
【公開日】平成21年11月26日(2009.11.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-047
【出願番号】特願2009-60021(P2009-60021)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３１０Ｈ
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｂ
   Ｇ０２Ｂ  23/24    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月10日(2012.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　把持用マニピュレータ１１２及び高周波マニピュレータ１１４が備えるそれぞれの挿入
部は、電動湾曲内視鏡２の挿入部１１に沿わせて配設されている一対の外付けチューブ１
０１、１０２に挿通される。本図においては、第１外付けチューブ１０１内に把持用マニ
ピュレータ１１２が挿通され、第２外付けチューブ１０２内に高周波マニピュレータ１１
4が挿通されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　具体的に、術者１４９は、電動湾曲操作装置５のレバー５７から手を離して操作部支持
部材３４を把持した状態で、電動湾曲操作装置５を移動させる。すると、この電動湾曲操
作装置５の移動に伴って、電動湾曲操作装置５に一体に固定された挿入部１１が患者の体
内へ挿入されていく。この後、術者は、適宜、レバー５７の操作と挿入部操作部３０の操
作とを行って挿入部１１を体内の深部に挿入していく。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　また、上述した実施形態においては、観察用医療器具を電動湾曲内視鏡としているが、
観察用医療器具は、電動湾曲内視鏡に限定されるものではなく、例えば、上述した電動湾
曲内視鏡と同様な電動湾曲部を有する医療用チューブであってもよい。この医療用チュー
ブは、観察用プローブ、照明用プローブ、マニピュレータがそれぞれ挿通されるチャンネ
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ル孔を有する所謂外付けチューブであって、観察用プローブ及び照明用プローブがそれぞ
れ挿通されるチャンネル孔の代わりに、内視鏡が挿通されるチャンネル孔を備える構成で
あってもよい。
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